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１．研究計画の概要 

（１）関東・東海地域の畑作圃場，特に大規
模水田転作地では，夏に大豆，冬に小麦の栽
培が増加し，それに伴って，防除困難な外来
雑草による被害が増大している。 

（２）防除が難しい要因としては，経営規模
の拡大にともなう栽培の省力化によって除
草作業が十分に行えないこと，侵入雑草の生
態的特性・個体群動態が不明であること，有
効な防除技術がないことなどが挙げられる。
さらにその被害の実態すら解明されていな
いため，管理技術の選定すら困難な状況にあ
る。 

（３）本課題は，大豆作および麦作における
防除困難な外来雑草に対する総合的管理技
術の確立を支援するために，①侵入外来雑草
による大豆作および麦作の被害実態を把握
するための雑草害簡易診断プログラムの開
発，②外来雑草の侵入・伝播経路の解明，③
外来雑草多発圃場における雑草の個体群動
態の解明を行う。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）大豆作では帰化アサガオ類が蔓延し，

問題となっている。アサガオ類は硬実種子を

形成するため，発芽が不斉一となり，永続的

シードバンクを形成しやすいことがアサガ

オ類の防除を困難とする主要因の一つと考

えられている。そこで，人為的に硬実を打破

し，斉一に発芽または死滅させることができ

ればシードバンクを除去できると考え，80℃

乾熱処理および火炎放射処理による発芽へ

の影響，さらにダイズ作後に水田転換する場

合を想定して，火炎放射処理後の湛水が種子

の生存に及ぼす影響について調査した。アサ

ガオ種子は火炎放射により一斉に硬実が打

破され，その後の湛水により種子が全滅する

ことが確かめられた。これより大豆作後，ア

サガオ類の種子散布直後に，圃場を火炎放射

処理することはアサガオ類の防除に有効で

あることが示された。 

（２）ネズミムギが多発するコムギ圃場にお

いて，ネズミムギ発生量を達観調査により簡

易的に査定する方法を開発した。達観調査に

基づく査定ランクごとにネズミムギの発生

量に明瞭な差があり，コムギの減収率を概ね

適正に評価できた。 

（３）耕起および不耕起条件におけるネズミ

ムギの種子分布の違いを想定し，ポットの土

中と地表にて越夏させた種子の運命を追跡

調査した。その結果，ネズミムギ種子の発芽

生態が散布後の越夏環境によって異なるこ

とを明らかにした。ポット試験で得られた結

果を検証するため，耕起および不耕起管理の

コムギ‐ダイズ連作圃場圃場にて，ネズミム

ギの埋土種子動態と出芽パターンを比較し

た。ネズミムギ種子散布 2 ヶ月後の不耕起圃

場では土壌表層 0～5 cm に種子の 91～97 %

が集中したのに対し，耕起圃場では深さ 5～

10 cm の土中にも 44～51 %が分布した。 

（４）雑草化したネズミムギの個体群動態を
解明するために，コムギ圃場内部と畦畔にお
けるネズミムギ種子の散布後捕食率と捕食
者を調査した。その結果，圃場内部では，無
セキツイ動物（コオロギ類，ゴミムシ類），
げっ歯類，鳥類が主な種子捕食者と考えられ
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た。水田転換圃場では，種子捕食はネズミム
ギシードバンクの重要な減尐要因の一つで
あることが示唆された。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本課題に先駆けて，共同研究を開始し，基
礎的情報の蓄積があったこと, 研究代表者
および研究分担者の指導学生が堅実に修士
および博士研究を進めたことなどにより,当
初の計画をおおむね遂行できている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
（１）ネズミムギによる麦作の被害実態を把
握するための雑草害簡易診断プログラムを
完成させた。このプログラムを他の雑草種や
作物に適用するための改良，検討が必要であ
る。 

（２）大豆作および麦作における主要な強害
外来雑草種（アサガオ類およびネズミムギ）
については，被害発生圃場において複数年に
わたる多くの生態学的知見が得られてきた。 
今後，これらの成果を踏まえて,圃場におけ
る強害雑草の発生消長を予測するモデルの
構築を目指した研究を展開していきたい。 

（３）農業政策の変更等により,研究当初主
流であった，夏に大豆，冬に小麦の栽培体系
や作目に変化が生じている。それに伴い，圃
場内で多発する雑草種構成にも変化が生じ
てきた。ただし，圃場内で減尐したネズミム
ギも圃場畦畔では依然優占しており，栽培体
系等の更なる変化により，再び圃場内に侵入
する危険性を有している。従って，圃場内に
加え，畦畔における適切な雑草管理の必要性
が高まっている。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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